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東京真田町の会第22回総会と懇親会のご案内
今年は桜前線の北上も順調で、桜花爛漫の良い季節となりました。東京其田町の会の皆様にはお健や
かにお過ごしの事と存じます。いつも役員並びに会員の皆様には多大なご協力を頂きまして、誠に有り

難うございます。

本年も「第22回の総会と懇親会」を下記により開催することになりました。ふるさとからもご来賓
の出席をいただく予定となっております。アトラクションは昨年に引き続きまして、会員の皆様のかく

し芸大会で盛り上がって頂く計画でございます。会員の皆様には公私共にご多忙の中を恐縮に存知ます

が、万障お繰り合わせの上ご出席くださいますようお廉い申し上げます。

平成21年4月吉日　　　一

期　　日　　　平成21年5月24日（日）

会　　場　　　アルカディア市ヶ谷（私学会館）

千代田区九段北4－2－25

取　03－3261－9921

受　　付　　11時30分より

総　　会　　12時～12時40分

懇親会・アトラクション
13時00分～15時30分

懇親会費　　　7，000円

年会費　　1，000円

※　準備の都合上、出欠のご連絡は同封のハガキ

で4月25日までにお願いします。また、締

切後でも出席ご希望の方は、ハガキか電話で
ご連絡の上ご出席下さい。

懇親会のアトラクションは
‘皆様のかくし芸大会です！！”

密かに敵えた十八番のかくし芸で、幼なじみや友
達に‘えー！－とか－あれっ！－とか云わせてくだ
さい．
お願い！！出演大歓迎ですガ、プログラムの
進行上、飛び入り出演はお断り致しますので、必
ず同封のはがきで事前にお申し込み下さい．

会　長　　中　島　正　江

※　参加申込後、欠席に変更の方は速やかに御連

絡下さい。

※　お聞合せ・ご連絡は下記へお顔いします。

会　長　　中島　正江「駄　03－3702－1385

事務局　　山口　元彦’駄　03－5215－1511

総会担当　飯島慶三郎　取　0棍2－21－8594

※　交　通（次の各駅から徒歩約2分）

営団有楽町線・南北線市ヶ谷駅A1－1出口

都営新宿線市ヶ谷駅A1－1A4出口

JR中央総武線市ヶ谷駅

アルカディア市ヶ谷（私学会館）
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ホームページでふるさと訪問

http：／／M．City．ueda．nagano／jp

で上田市のホームページを閃き、少し下側にある

市政情報の欄で　●広報うえだの地域だよりの基

且をダブルクリックすると地域自治センターだよ
り　√させだ／が紹介されていて、インターネット

によるふるさと訪問ができます。隔月発刊なので、

ふるさとの動きをかなりリアルタイムに知ること

ができます。また、バックナンバーをダブルクリ

“私達にもこんな時代ががありました”
ツクすると創刊号から見ることができます。　　十㌧
お暇な折に肪れて見てください。　　　　　・

－　2　－

会

の

行

事

親
睦
旅
行
会

親
睦
旅
行
会
は
晩
秋
の
信
州
訪
問

の
計
画
で
す
が
、
そ
の
具
体
案
に
つ
い

て
は
よ
り
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
け

る
よ
う
鋭
意
検
討
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

成
案
を
得
次
第
、
ご
案
内
を
差
し
上
げ

る
予
定
で
す
。

親
睦
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
は
今
年
も

武
蔵
野
線
新
座
駅
近
く
の
〝
高
藤
圃
野

火
止
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
″
で
五

月
六
日
（
振
替
休
日
）
に
例
年
通
り
の
内

容
で
開
催
致
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
様
の

御
出
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ご
出
場
の
皆
様
に
は
担
当
理
事
か
ら

ご
案
内
状
を
差
し
上
げ
ま
す
。
お
申
し

込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
の
担
当

理
事
ま
で
お
廉
い
し
ま
す
。

記

申
込
先
　
荻
原
啓
治
　
担
当
理
事

（
昼
）
〇
九
〇
－
八
四
四
二
－
二
三
一
七

（
夜
）
　
〇
三
－
三
三
一
五
－
五
九
三
〇

春
季
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

東
京
真
田
町
の
会
の
春
季
親
睦
ゴ

ル
フ
大
会
は
、
埼
玉
県
吉
見
町
の
富
貴

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
下
記
に
よ
り
開
催
い

た
し
ま
す
。

記

期
日
　
四
月
七
日
（
火
）

集
合
　
七
時
三
十
分

会
費
　
三
千
円

プ
レ
ー
費
　
二
、
六
〇
〇
円

（
昼
食
・
諸
経
費
込
み
　
各
自
清
算
）

連
絡
先
　
堀
内
　
　
福
　
担
当
理
事
。

℡
　
〇
四
・
二
九
五
八
・
一
五
七
八

メ
ー
ル
　
t
h
O
r
i
亡
t
i
琵
芝
晋
b
b
．
n
e
．
j
p

今
回
は
日
軽
の
関
係
で
出
場
申
込
を

締
め
切
っ
て
お
り
ま
す
。

東
京
真
田
町
の
会

秋
季
ゴ
ル
フ
大
会
予
定

期
日
　
平
成
二
十
一
年
十
月
初
旬

場
所
　
埼
玉
県
内
の
予
定

ゴ
ル
フ
同
好
会
負
の
皆
様
に
は
開
催

一
ケ
月
前
頃
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

一
般
会
員
の
御
出
場
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
堀
内
　
福
　
担
当

理
事
ま
で
お
顔
い
し
ま
す
。

ゴ
ル
フ
同
好
会
会
員
募
集

現
在
の
ゴ
ル
フ
同
好
会
会
員
は
3
0

名
で
す
。
ゴ
ル
フ
愛
好
家
の
新
会
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
お
申
込
み
は
次

の
担
当
理
事
ま
で
お
廉
い
し
ま
す
。

堀

内

　

　

福

℡
　
〇
四
・
二
九
五
八
・
一
五
七
八

メ
ー
ル
　
t
h
O
r
i
亡
t
i
研
N
芝
晋
b
b
．
n
P
j
p

荻
原
啓
治

℡
　
〇
三
・

携
帯
〇
九
〇

ふ

　

るト

二
三
一
五
1
五
九
三
〇

・
八
四
四
二
二
二
二
一
七

さ
と
　
の

ピ

　

ッ

　

ク

　

ス

（
上
田
市
の
H
P
の
地
域
だ
よ
り

「
さ
な
だ
」
等
か
ら
抜
粋
）

平
成
二
十
一
年
成
人
式
開
催

晴
天
に
恵
ま
れ
た
一
月
一
一
日
（
日
）

に
文
化
会
館
で
上
田
市
真
田
地
域
成
人

式
が
行
わ
れ
、
一
五
一
人
が
新
成
人
を

迎
え
ま
し
た
。
代
表
者
の
言
葉
や
、
懐

か
し
い
中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
の
祝
辞

を
開
き
、
大
人
と
し
て
の
思
い
を
新
た

に
し
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

こ
の
日
の
式
典
は
新
成
人
の
皆
さ
ん

が
昨
年
の
秋
か
ら
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
企
画
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
自
分

た
ち
の
手
で
式
を
作
り
上
げ
て
お
り
、

思
い
で
深
い
式
と
な
っ
た
事
で
し
ょ
う
。

真
田
幸
村
－
戦
国
武
将
の

人
気
投
棄
で
第
一
位
に
！

ふ
る
さ
と
ゆ
か
り
の
武
将
真
田
幸
村

が
Y
a
h
0
0
サ
イ
ト
の
r
笥
戦

国
武
将
糊
刹
」
の
人
気
投
票
で
伊
達
政

宗
や
上
杉
謙
信
、
時
の
人
直
江
兼
続
等

を
押
さ
え
て
見
事
一
位
を
獲
得
し
ま
し

た
。
バ
ン
ザ
イ
！

「．．－：－：一．．
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真田地域の平成21年の自治会長さん（敬称略）◎真田地域連絡会義会長○〃副会長　　　l

各地区連投疇

下郷沢　　　　　　壷井

小玉上■沢　　　　　　若林

赤　井　　副会長　小林

下　塚　　　　　　山満

竹　重　　　　　　高専

荒　井　　監事　　小市

中　原　　　　　　高等

表　木　○会長　　山宮

大　相　　　　　　可知

下　原　　会計　　清水

町　原　　　　　　市川

出　宇　　監事　　山崎

各地区達役職

岡　保　監事　藤沢　英雄

傍■中絶　　　　　　武捨　敏夫

大　庭　　　　　開口　光量

曲　尾　　　　　高塚源一郎

萩　　　副会長　松本　＝鮎

田　中　　会計　　内海　幸一

下横道　　　　　堀内　馴典

中横道　　　　　堀内　広世

上横道　　監事　　堀内　秀明

穴　沢　　　　　　半田　和徳

三島平　　　　　　半田　持夫

飯島　秀一

「－■‾■一

各地区連役職

菅　平　　　　　　小島　俊幸

大日向　　監事　　大久保奮士雄

倉島　一雄

赤岡　　拝

宮下　勝利

坂口　益次
一之瀬隆雄

柳沢　章夫

川田　勝男

再　開

横　沢

眞　田　　監事

十林寺　○会長

石　舟

戸　沢　　会計

つくし
横　尾　　副会長　宮崎　募債

四日市　　　　　　山宮　正久

入軽井沢　◎会長　　開　　貞徳

横前中開下浦佐小荻上
沢澤渾　粂水庫林原原

忠幸盛清幹茂和溝美和
勝盛雄美男　桂子知彦

男

こ　　　■　■　－■　●　■　－

樹
一
郎
陽
富
夫
光
雄
和
良
儀
樹

秀
邦
義
一
初
邦
昭
良
嚢
志
和
秀

真
田
地
域
協
義
会
に
つ
い
て

上
田
市
の
各
地
域
協
薩
会
は
市
が

目
指
す
地
域
内
分
権
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、
各
地
域
に
か
か
わ
る

重
要
事
項
等
の
協
議
を
行
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
自
治
会
な
ど
の
様
々

な
団
体
の
代
表
者
や
、
公
募
で
選
ば

れ
た
委
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
市
長

の
委
嘱
を
受
け
て
活
動
し
、
任
期
は

2
年
で
す
。

真
田
地
域
協
議
会
の
委
員
は
次
の

一
〇
人
の
方
々
で
、
会
長
は
清
水

潤
さ
ん
、
副
会
長
は
佐
藤
和
樺
さ
ん

です。一
本
鎗
　
武
志

内
海
　
喜
内

桑
田
　
ま
な
み

坂
口
　
恒
子

塩
沢
　
憲
子

清
水
　
潤

鈴
木
　
正
人

田
中
　
直
美

花
岡
　
静
枝

宮
下
　
蘭
子

ふ
る
さ
と
の
新
入
生の
動
向

（
平
成
N
O
年
度
（
－
中
年
度
）
）

真
田
中
－
N
O
（
－
諾
）

長
小
　
N
N
（
－
N
）

木
原
小
会
（
研
N
）

菅
平
中
叉
－
豊

傍
陽
小
l
叉
N
O
）

菅
平
小
岩
（
e

1
　
秋
葉
昭
雄
（
入
軽
井
沢
・
小
林
）

会
長
は
じ
め
役
員
の
皆
様
、
何
時

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員

の
皆
さ
ん
の
御
健
康
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。
し
ら
か
ば
通
信
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

2
　
大
庭
今
朝
女
（
大
日
向
・
大
久
保
）

今
回
で
退
会
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
長
き
に
渡
り
お
世
話
様
に
な

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
致
し
ま
す
。

3
　
北
澤
り
ん
（
上
横
道
・
柳
沢
）

会
費
お
そ
く
な
り
申
し
訳
あ
り
。

ま
せ
ん
。
ダ
ボ
ス
は
と
て
も
な
つ
か

し
く
、
ふ
る
里
へ
帰
っ
た
よ
う
な
感

じ
に
な
り
ま
す
。
金
縄
山
実
相
院
の

紅
葉
は
み
ご
と
で
し
た
。

4
　
清
水
清
晴
（
中
横
道
）

広
告
料
と
平
成
二
十
年
度
の
会

費
で
す
。
表
紙
の
写
真
は
平
成
四
年

第
五
号
と
同
じ
場
所
で
す
ね
？

5
　
鈴
木
マ
ツ
子
（
大
日
向
・
塩
沢
）

会
費
の
納
入
が
遅
れ
ま
し
て
、
す

み
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も
宜
し
く

お
顔
い
い
た
し
ま
す
。

6
　
滝
沢
け
さ
子
（
赤
井
・
若
林
）

日
本
ダ
ボ
ス
の
ふ
る
さ
と
の
風
景

で
御
屋
敷
公
園
の
色
々
な
写
真
が
見

ら
れ
て
な
つ
か
し
く
良
か
っ
た
で
す
。

7
　
堀
内
耕
音
（
下
横
道
）

ダ
ボ
ス
送
付
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。
心
の
こ
も
っ
た
内
容
、
工
夫
さ

れ
た
編
集
の
御
努
力
が
現
れ
、
懐
か
し

く
拝
見
し
、
大
切
に
保
存
し
ま
す
。

8
　
丸
山
廉
義
（
曲
尾
）

毎
年
皆
様
に
お
逢
い
で
き
る
事
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は

所
用
の
た
め
欠
席
、
誠
に
残
念
に
患
っ

て
お
り
ま
す
。
遅
く
な
り
ま
し
た
が

2
0
年
度
の
会
費
を
振
込
ま
せ
て
頂
き

ま
す
。
来
る
年
の
再
会
を
楽
し
み
に
…

9
　
三
井
芳
郎
　
（
大
庭
）

日
本
ダ
ボ
ス
2
1
号
広
告
代
金
と
し

て
一
万
円
、
本
年
の
年
会
費
千
円
、
大

変
遅
く
な
っ
て
ご
め
ん
な
さ
い
。

傍
陽
の
山
中
に
て
、

1
0
　
山
崎
高
子
（
上
横
道
・
羽
毛
田
）

主
人
が
元
気
な
頃
は
そ
ち
ら
へ
お

じ
ゃ
ま
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

他
界
し
て
1
5
年
過
ぎ
ま
し
た
。
私
は
一

人
に
な
っ
て
長
男
夫
婦
と
暮
ら
し
て

お
り
、
嫁
さ
ん
に
良
く
し
て
頂
い
て
居

り
、
毎
日
卓
球
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
出

か
け
、
な
か
な
か
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
退
会
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
お
世
話
様
で
し
た
。
皆
様

に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。
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1

1

会員の皆様にはいつも会の運営にご協力を頂き誠に有難うございます○会員相互の出会いと親！
睦、ふるさと真田町との交流の親密化を目的に誕生した東京真田町の会も・二十余年の歴史を刻l
み先輩役員のご努力、会員の皆様のご協力、そしてふるさと当局のご支援により一人前の同郷会l
に成長しつつあり、誠にご同慶の至りでございます。　　　　　　　　　　　　　　　　　1

東京其田町の会が更に充実し、発展し続けるためには会員の増加が何にもまして重要と思われl
ます。皆様の友人、知人のなかに東京其田町の会の会員に推薦できる方が居られましたら、会長l
または役員まで是非ご一報頂きたく、宜しくお廉い申し上げます。　　　　　　　　　　　　l

連絡先　中島正江　〒158－0091東京都世田谷区中町4－35－17E Tel●FaxO3－3702‾1385　　　　1

年会費納入のお顔い

平成20－21年度の年会費各1，000円を未納の方は、郵便振替（口座番号：00110－1－255577、加入

者名：東京其田町の会）にてお振込み下さい。振込み料は無料です。よろしくお廉い致します。

■■－■■■一●一■一一一■－●－■－■－●－■－■一■－●　一■－■－●－　●－●一一●一●■　■－●■●－●■●●●■●■■

会報r日本ダボス」第22号発行についてのお願い

「東京真田町の会」会員の皆様には平素より会の運営に多大なご協力を頂き厚くお礼申し上げま

す。

今年も日本ダボス第22号を12月末に発行すべく準備を進めております。日本ダボスは、会員
の皆様全員と真田町地域約3，800戸に送られます。東京真田町の全会員にはもちろん、ふるさと

真田町地域にも会員の皆様方のご活躍ぶりをお伝えする良い機会です。

毎年のことで恐縮ですが「掲載記事の寄稿・投稿」、「ふるさとの思い出のスポットの写真の提

供」と「広告の掲載」にご協力を賜りますよう切にお願い申し上げます。
寄稿・投稿は武捨衛人理事、広告は飯島慶三郎副会長が担当しております。宜しくお顔い致し
ます。

日本ダボス第22号の掲載原稿・広告の締切りは10月10日です。

☆寄稿・投稿の原稿は2，400字以内で、顔写真と共にメールに添付するか郵便で次の担当理事ま

でお送り下さい。また、総会の出欠連絡用ハガキに近況を記入頂けば「日本ダボス」に掲載致し

ます。

郵便番号　359－1145　　埼玉県所沢市山口5040、39－卜405　武捨衛人

Tel／Fax O4－2949－4776、E－Mail musya＠nifty．com

☆広告原稿は次の広報担当理事までお送り下さい。広告代のお支払いは会報発行時に請求書と振

込み用紙をお送り致しますので御利用下さしも

広告料　名刺サイズ　　　　タテ　7．5cm Xヨコ3・5cm

1／3貢　　　　　タテ　7．5cm Xヨコ17．5cm

l／2頁　　　　　タテ11．Ocm Xヨコ17．5皿

1頁　　　　　タテ23．0皿　×ヨコ17・5cm

10，000円

30，000円

50，000円

100，000円

郵便番号　359－1145　　埼玉県所沢市山口5040、39－5一朝5　武捨衛人

Tel作ax O4－2949－4776、E－Mail m－nUSya＠niFLy．clJm侶朋を好LiL虎）

■－●－●●■■●－●■■■■一一一■一●－■－●－■－◆－■－■－●－●一■一●－■一●一●－■一■－●－●－■－●一■一一一●一■－■－■一●●●■■■●■●■●■●－▼■■■－●●■■

し　ら　か　ば通信（平成21年4月4日　発行

発行　　東京其田町の会 会長　中　島　正　江

158－0091東京都世田谷区中町4－35－17E

TEL・FA‡　03－3702－1385

TEL O3－5215－1511FAX O3－5215－1512（変更）

TEL・FAX O4－2949－4776
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